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ハウス栽培するブドウ赤色系品種「安芸クイーン」の環状はく皮と無袋処理による着

色向上

［要約］ハウス栽培する「安芸クイーン」は、開花35日後頃に主幹部に幅２cmの環状

はく皮処理を行うと糖度が高くなり、着色が向上する。さらに着色期に果実袋をはずし

果房に光を当てると赤味の強い鮮紅色の果房生産ができ、商品化率が向上する。
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［背景・ねらい］

赤色系ブドウ「安芸クイーン」は食味良好で大粒な有望品種であるが、佐賀県を含め西

南暖地では２月中旬以降に加温するハウス栽培から簡易被覆、露地栽培にいたるまで着色

が悪く、品種本来の鮮紅色にならず、生産が伸び悩んでいるのが現状である。そこで、環

状はく皮処理と果房に光を当てるための無袋処理により品質向上を図る。

［成果の内容・特徴］

． 、 。 、１ 糖度は 開花 日後頃に環状はく皮処理をすると収穫期まで高く推移する 酸度は35

環状はく皮処理によって低く推移し、収穫期まで低い（図２ 。）

２．環状はく皮処理をすると収穫時の糖度が高くなり、着色が向上し赤味が強くなる。着

色は環状はく皮と無袋処理の組み合わせでさらに向上する（表１、写真１ 。）

３．環状はく皮処理をすると品質が向上して早期収穫が可能となり、商品化率が高くなる

（表１ 。）

［成果の活用面・留意点］

１．２月中下旬に加温するハウス栽培「安芸クイーン」の有核栽培における品質向上と熟

期促進技術として活用できる。

２．環状はく皮は樹勢低下の恐れがあり、樹勢が弱い樹には処理できないので樹勢維持に

努める。

３．はく皮部は害虫の食害に注意し、必要に応じて殺虫剤を散布する。

４．着果過多は着色不良を招く大きな要因であり、環状はく皮の効果も劣るので必ず適

正着果量（1.2～1.5ｔ／10ａ）を守る。



［具体的データ］

処理位置→
（主幹部）

図１ はく皮位置と
処理直後の状況

表１ 環状はく皮および無袋処理がハウス栽培「安芸クイーン」
z）の果実品質および商品化率におよぼす影響

ｙ) )（試験年） 果房重 着粒数 一粒重 着色 糖度 酸度 色差計値 商品化率
x

試験区 ( ) ( ) ( )( ) ａ値 ( )g g Brix g/100 %ã
（ 年）2003

350.7 22.9 15.2 3.5 18.4 0.58 6.3 85.4はく皮区
348.5 24.2 14.4 1.8 16.0 0.69 0.1 34.5無処理区

有意性 ＊ ＊ ＊ ＊w) n.s. n.s. n.s.

（ 年）2004
429.5a 24.7ab 17.4a 4.7a 20.2a 0.42a 8.6a 96.0はく皮＋無袋区

v)

404.9ab 25.7a 15.8b 3.0b 18.0b 0.47b 6.2b 48.5無 袋 区
378.0b 22.2b 17.1ab 2.3c 18.5b 0.45b 3.8c 20.3無処理区

（ 年）2005
292.0b 23.4b 12.5b 3.2a 18.0a 0.50b 6.7a 57.9はく皮＋無袋区 v)

363.6a 24.6ab 14.8a 1.8b 17.3a 0.48b 2.8b 25.0はく皮区
341.1a 28.7a 11.9b 1.0c 13.9b 0.61a 4.2c 0.0無 袋 区 ｰ
338.8a 27.2ab 12.5b 1.0c 14.3b 0.59a 5.1c 0.0無処理区 ｰ

ｚ） 年は７月 日、 年は７月６日、 年は７月 日調査2003 10 2004 2005 12
ｙ）着色は達観により５：良、３：中、１：不良として指数化
ｘ）商品化率は全収穫果房中の着色３以上の果房の割合
ｗ）＊はｔ検定により５％水準で有意差あり
ｖ）同一列内の異なるアルファベットは の 検定５％水準で有意差ありTukey-Kramer HSD

はく皮区 無袋区 無処理区
写真１ 「安芸クイーン」の環状はく皮および無袋処理による着色向上効果
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図２　満開32日後の環状はく皮処理が加温ハウス栽培「安芸ク

イーン」の糖度、酸度におよぼす影響（２００５年）
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